


新しい会議構成　〈常任委員会〉

予算決算委員会予算決算委員会
～大事なお金の使い方は議員みんなで審査～～大事なお金の使い方は議員みんなで審査～

　これまで、予算・決算に関わる議案は３つの常任委員会（総務・文教厚生・環境産業）に分けて
審査を行ってきましたが、議会改革の一環として、これまでの審査方法を見直し、議長を除く全議
員（２０人）が予算と決算を総合的に審査できるよう改革を行いました。
　今後、予算・決算に関わる議案は、予算決算委員会に付託され、各分科会での詳細な審査を
経て、予算決算委員会で採決が行われます。

本年度から「予算決算委員会」がスタートしました！

本会議

部門別

予算決算委員会
（議長を除く20人）

理事会
（日程等の調整）

議会運営委員会

総務委員会

文教厚生委員会

環境産業委員会

予算
決算

総務分科会 文教厚生分科会 環境産業分科会

３つの常任委員会は、
予算・決算関係以外の
議案審査や年間テーマ
を定めて調査研究など
をしているよ！

予算決算委員会ができるとどう変わるの？
予算・決算の審査を「全員参加型」にすることで、議長を除く全ての議員が予算・決算の審
査に関わることができるようになります。そして、予算と決算を総合的に審査することにより、
決算時の指摘事項が次年度予算に反映されているかなどのチェックが可能となります。

QQQ
AAA

茶のみやきんじろう © 掛川市
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予算決算委員会が設置された
初年度であるため、全委員が主
要事務事業の概要について、３日
間にわたり当局から説明を受け
ました。

５月下旬に各課主要事業の調査として、市内の現地視察を実施しました。現地視察

中央消防署西分署 掛川城天守閣修復景観整備工事の現場 令和4年4月に開園した千羽すぴか保育園

　掛川市が持続的に成長していくためには、すべて
の市民が誰一人取り残されることなく豊かな生活を
送っていくことが大切です。これを実現させていくた
めの課題として、
①多様性社会を目指して
②市が管理する財産の有効活用
　について
という２つのサブテーマを設け調
査研究を進めていきます。

　本年７月より、掛川市学校再編計画の市民意見交
換会が始まり、学校再編の議論が本格的にスタート
します。教育委員会を所管する文教厚生委員会とし
ても、新しい学校施設の在り方について、先進自治
体の事例等を調査研究し、
皆様の声をお聞きしながら、
掛川市の将来を考えていき
ます。

　昨年度見えてきた課題はカーボンニュートラルについて「知らないこと」「何をしたら良い
かわからないこと」でした。その課題解決のためには、CO2排出量の「見える化」が重要
であることがわかり、今年度は、「もったいない」という視点を加え、カーボンニュートラ
ルに向けた持続可能なまちづくりの取り組みを研究していきます。

総務委員会 委員長 寺田幸弘 文教厚生委員会 委員長 嶺岡慎悟

市の持続的な成長のために年間
テーマ 新しい学校施設の在り方について年間

テーマ

　各常任委員会は年間テーマを決めて調査研究を行います。市当局への聞き取り、現地調査、参考事
例の研究などを進めていきます。議会報告会で中間報告を行うとともに市民の皆さんからの意見を伺
い、政策提言に向けて議論を重ねていきます。興味のあるテーマはありますか？

各常任委員会の年間テーマ各常任委員会の年間テーマ

環境産業委員会 委員長 藤原正光 掛川市のカーボンニュートラルに向けた
意識改革（昨年度から継続）

年間
テーマ

予算決算委員会協議会
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令和4年度一般会計補正予算（第3号・第4号）の概要

補正予算等の審議内容補正予算等の審議内容

DX推進計画推進費 DX推進計画推進費 追加・追加・増増
2,95８万円 2,95８万円 

地域経済活動活性化事業費 地域経済活動活性化事業費 
追加追加　　　  　　　  5億3,47５万円 5億3,47５万円 

生涯お達者市民推進事業費 生涯お達者市民推進事業費 
追加追加　　　　　　　　　　　　2,050万円 2,050万円 

チャットボットシステムの導入内容に
ついて伺う。
外国人市民向けに５言語を用意し、
日常生活において探したい必要な情
報にたどりつけるように対応するシス
テムです。

　いつでも誰でも利用できる
窓口の実現に向け、外国人市
民向けチャットボットシステム
の構築費用と、電子申請業務
を導入するための委託料

　コロナ禍において市民や
市内事業者を支援するため、
市内取扱店舗で使用可能な
プレミアム付き商品券を発行
する費用

　健康づくりに取り組む市民
の増加を図るため、スマート
フォンなどを活用した健康ア
プリの作製及び運用するため
の委託料

　現在の物価高騰や新型コロナウイルスの影響に対応するために、新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用しています。またデジタル田園都市国家構想
推進交付金は、道路冠水観測システム設置、河川水位観測システムの更新、健康ア
プリ導入や電子申請導入など、デジタルの活用に充てています。

（第3号）2億3,638万円
（第4号）6億5,326万円

522億5,217万円

補 正 額

補正後の予算額

QQQ

AAA

販売対象を世帯でなく、個人とする
考えはなかったのか。

県内の市町を参考に、世帯単位の販売
に決定しました。

QQQ

AAA

数年前より紙媒体で取り組んでいる
健康マイレージ事業をどのように評価
しているのか。
紙媒体による健康マイレージ事業は、
高齢者の参加者が多く、若い方の参加
が少ないこと、毎回、同じ方の参加が多
いことなどが課題だと認識しています。

QQQ

AAA

主な質疑

主な質疑

主な質疑
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大河ドラマ「どうする家康」関連事業費 大河ドラマ「どうする家康」関連事業費 増増 2,480万円2,480万円
行政手続きオンライン化事業費 行政手続きオンライン化事業費 追加追加 3,574万円 3,574万円
新型コロナウイルス感染症対策事業費 新型コロナウイルス感染症対策事業費 増 増 8,90９万円8,90９万円
低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（市独自分）低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（市独自分）
支給事業費 支給事業費 追加追加　　　　　　　　　　　     １億 ３４３万円　　　　　　　　　　　     １億 ３４３万円

そ の 他 の 補 正

人
事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて
掛川市桜木財産区管理委員の選任について 他６件条

例

掛川市税条例等の一部改正について
掛川市都市計画税条例の一部改正について
掛川市手数料条例の一部改正について

報

告

令和３年度掛川市一般会計繰越明許費の報告に
ついて
令和３年度掛川市一般会計事故繰越しの報告に
ついて
令和３年度掛川市水道事業会計建設改良費繰越し
の報告について
令和３年度掛川市公共下水道事業会計建設改良費
繰越しの報告について

そ
の
他

太田川原野谷川治水水防組合の解散について
掛川城天守閣修復景観整備工事請負契約の締結
について
（仮称）南部学校給食センター厨房機器等購入契約
の締結について
掛川市道路線の認定について
土地の取得について（海岸防災林強化事業）  他１件
専決処分の承認を求めることについて（令和４年
度掛川市一般会計補正予算（第２号）について）

■全会一致で可決・承認・同意・受理

そ
の
他

専決処分の承認を求めることについて（掛川市税
条例の一部改正）
専決処分の承認を求めることについて（掛川市
都市計画税条例の一部改正）

人
事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

■全会一致で承認・同意

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決)　　  ○○賛成　×反対 -欠席
創世会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

松
本
　　　
均
＊

安
田

彰

石
川
紀
子

鷲
山
記
世
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橋
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仁

山
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藤
原
正
光

寺
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弘

山
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三
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村
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一

橋
本
勝
弘

松
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昌
巳

嶺
岡
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悟

藤
澤
恭
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子

山
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行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

草
賀
章
𠮷

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ －－ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第４号）について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ －－ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第４号）に
対する附帯決議

× × × × × －－ × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ －－ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

６月定例会における審議結果一覧６月定例会における審議結果一覧６月定例会における審議結果一覧

４月臨時会における審議結果一覧４月臨時会における審議結果一覧４月臨時会における審議結果一覧

■賛否の分かれた議案（賛成少数否決 )
適格請求書等保存方式「インボイス制度」の実施
延期を求める意見書提出を求める請願

× × × × × －－ × × × × × × × × －－ ◯◯ ◯◯ × × ×

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

補正予算（第４号）に対する
附帯決議の概要

プレミアム付き商品券について
① 執行にあたっては、スピード感を持って実施すること。
② 市民の間に不公平感を招かないよう万全の対策を講じること。

令和４年4月臨時会・6月定例会55 かけがわ 市議会だより



公
共
交
通
の
目
指
す
方
向
は

今
年
度
か
ら
公
共
交
通
政
策
の
所
管

が
都
市
政
策
課
に
移
っ
た
が
、
住
民

主
体
の
政
策
か
ら
、

市
主
体
の
公
共
交

通
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の

か
伺
う
。

利
用
者
の
特
性
に
あ
っ
た
移
動

手
段
の
確
保
に
努
め
る

多
様
化
す
る
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
き
め
細
や
か
に
対
応

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

生
活
支
援
車
の
運
行
を
支
援
し
つ
つ
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
役
割
と
し
て
、
拠
点
間

を
結
ぶ
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
自

動
運
転
等
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
公

共
交
通
の
構
築
を
検
討
し
、
利
用
者
の
特

性
に
あ
っ
た
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

今
後
の
地
区
集
会
の
在
り
方
は

榛
村
市
政
か
ら
続
く
掛
川
市
特
有

の
地
区
集
会
で
あ
る
が
、
久
保
田

市
政
と
し
て
の
地
区
集
会
の
在
り
方
に
対

す
る
考
え
を
伺
う
。

地
区
集
会
が
よ
り
よ
い
仕
組
み
と

な
る
よ
う
改
善
を
図
る

掛
川
市
の
地
区
集
会
の
特
徴
と
し

て
は
、
地
区
単
位
規
模
の
小
さ
な

集
会
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
と

掛
川
市
、
双
方
に
負
担
は
あ
る
も
の
の
、

地
区
の
声
を
き
め
細
や
か
に
聞
く
、
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
集
会
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
よ
り
良
い
仕
組
み
と
な

る
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

労
働
問
題
懇
話
会
を
働
く
方
々
の

声
を
反
映
し
た
形
に

意
見
交
換
の
場
と
さ
れ
る
労
働
問
題

懇
話
会
は
、
通
告
形
式
で
年
１
回
の

開
催
と
な
っ
て
い
る
。
働
く
方
々
の
声
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
対
話
手
法
の
導
入
や

回
数
を
増
や
す
な
ど
、
開
催
方
法
の
考
慮

が
有
効
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

関
係
機
関
と
協
議
し
在
り
方
を

検
討
す
る

労
働
問
題
懇
話
会
は
、
磐
田
労
働

基
準
監
督
署
や
掛
川
公
共
職
業
安

定
所
に
参
加
い
た
だ
き
、
施
策
の
紹
介
の

ほ
か
、
労
働
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
協

議
し
、
会
議
の
在
り
方
を
含
め
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
他
に
も
近
隣
市
と
合

同
で
労
働
団
体
と
の
会
議
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

相
談
業
務
効
率
化
事
業
を
全
庁
的

に
広
げ
る
べ
き

全
庁
的
に
相
談
業
務
を
行
う
課
に

「
相
談
業
務
効
率
化
事
業
」
を
広
げ

て
い
く
こ
と
で
相
談
対
応
の

効
率
化
が
図
ら
れ
、
働
き
方

改
革
の
面
か
ら
も
有
効
と
考

え
ら
れ
る
が
、見
解
を
伺
う
。

全
庁
的
な
業
務
に
広
げ
ら
れ
る
よ

う
検
証
、
改
善
を
重
ね
る

「
相
談
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」
は

幅
広
い
業
務
に
お
い
て
の
活
用
が

期
待
で
き
ま
す
。
職
員
の
経
験
や
知
識
に

関
わ
ら
ず
、効
率
的
な
相
談
対
応
が
可
能

と
な
る
た
め
、相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
提
供
で
き
る
体
制
が
築
け
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、一
部
業
務
で
の

導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
庁
的

な
相
談
業
務
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、さ
ら

な
る
検
証
や
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
活
用
方
策
に

つ
い
て

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

嶺
岡
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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Q 指
定
管
理
者
施
設
の
評
価
は

本
市
が
こ
れ
ま
で
に
指
定
管
理
者

制
度
へ
移
行
し
た
施
設
の
評
価
を

伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の

節
減
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

本
市
で
は
43
施
設
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
民
間
の

創
意
工
夫
を
活
か
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
経
費
の
節
減
等
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
指

定
管
理
者
制
度
等
の
官
民
連
携
を
進
め
、

民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た

施
設
経
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
公
共
施
設
再
編
に
向
け
て

多
機
能
化
の
考
え
は

持
続
可
能
な
公
共
施
設
整
備
の
観
点

か
ら
、
学
校
体
育
施
設
を
社
会
体
育

施
設
と
し
て
改
修
な
ど
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
地
域
に
よ
る
部
活
動

の
支
援
体
制
の
確
立
、
学
校
職
員
の
学
校

体
育
施
設
の
管
理
業
務
の
負
担
軽
減
、
一

般
利
用
者
に
よ
る
体
育
施
設
利
用
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
学
校
体
育
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

現
時
点
で
は
指
定
管
理
者
制
度

導
入
は
考
え
て
い
な
い

学
校
施
設
の
管
理
と
い
う
側
面
に

お
い
て
は
、
現
時
点
で
は
指
定
管

理
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
一

方
、
現
在
実
施
し
て
い
る
学
校
施
設
開
放

事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
積
極
的
に
地
域
に
開
放
し
て
お
り
、
今

後
進
め
て
い
く
部
活
動
の
地
域
展
開
も
踏

ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
で
事
業

展
開
を
図
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
の
か

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

藤
原
正
光

中
山
間
地
域
の
農
用
地
区
域
の
設

定
に
は
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か

農
用
地
区
域
の
設
定
方
針
に
あ
た

り
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、
農
地
の

近
代
化
が
困
難
な
中
山
間
地
域
に
つ
い
て

は
、
地
域
の

実
情
に
十
分

配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と

考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

中
山
間
地
域
の
農
地
は
積
極
的
に

保
全
し
て
い
く

「
農
用
地
区
域
」
は
「
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
指
定
す
る
も
の
で
、
中
山
間
地
域

に
限
ら
ず
、
過
去
に
「
土
地
改
良
事
業
」

な
ど
の
農
業
投
資
が
行
わ
れ
た
農
地
は
、

「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
し
ま
す
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
の
農
地
は
、
洪
水
調
整
な
ど

多
面
的
機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
積

極
的
に
保
全
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
東
名
掛
川
第
２
Ｐ
Ａ
へ
の
Ｓ
Ｉ
Ｃ

設
置
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

沿
線
市
と
し
て
新
東
名
高
速
道
路

を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
令
和
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
東
名
掛
川
第
２
Ｐ

Ａ
へ
の
Ｓ
Ｉ
Ｃ
※
設
置
を
、
掛
川
商
工
会

議
所
と
連
携
を
密
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

地
元
企
業
の
意
向
を
十
分
に
反
映

し
て
い
く

現
在
、（
仮
称
）
東
名
高
速
道
路

掛
川
西
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
向
け
、

検
討
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
掛
川
商

工
会
議
所
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
新
東
名
掛
川
第
２
Ｐ
Ａ
へ
の

Ｓ
Ｉ
Ｃ
設
置
を
検
討
す
る
際
も
同
様
に

連
携
を
図
り
、
地
元
企
業
の
意
向
を
十

分
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。※

S
I
C
・
・
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

新
し
い
風

橋
本
勝
弘

藤
原
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

橋
本
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A

A

A
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学
校
再
配
置
計
画
策
定
に
は
教
育

目
的
や
学
校
の
在
り
方
の
論
議
も

学
校
を
統
廃
合
す
れ
ば
教
職
員
数
は

削
減
で
き
る
が
、
教
諭
一
人
当
た
り

の
児
童
生
徒
数
は
逆
に
増
え
る
。
教
育
的

に
本
当
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
面
は
な
い
の

か
。学

校
再
編
は
プ
ラ
ス
の
面
の
方
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る

学
校
再
編
後
、
１
学
年
複
数
学
級

と
な
る
こ
と
で
級
外
教
職
員
が
増

え
、
多
く
の
職
員
の
目
で
子
ど
も
た
ち
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
教
科
担

任
制
を
小
学
校
で
導
入
し
や
す
く
な
る
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
職
員
側
は
、

子
ど
も
の
数
が
少
な
い
方
が
指
導
や
管
理

が
し
や
す
く
な
る
と
言
え
ま
す
が
、
児
童

生
徒
側
は
、
多
く
の
友
達
と
関
わ
り
、
多

様
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
良
さ
が
あ
る

な
ど
、
プ
ラ
ス
の
面
の
方
が
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
に
は
学
校
の
複
合
的
役

割
の
落
と
し
込
み
を

市
民
意
見
交
換
会
の
前
提
と
し

て
、
学
校
の
複
合
的
役
割
が
再
編

後
ど
う
担
保
さ
れ
る
か
は
重
要
。
学
校

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
地
域
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
は

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

拠
点
は
機
能
を
集
約
し
、
複
合
化

す
る
こ
と
を
基
本
と
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
は
、
再
編
後

の
学
校
施
設
に
複
数
地
区
の
拠
点

や
機
能
を
集
約
し
、
複
合
化
す
る
こ
と
を

基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て

特
性
や
事
情
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
複
合

化
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と

に
関
係
者
と
丁
寧
な
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
と
し
て
不
可
欠
な

存
在
の
茶
文
字
等
へ
の
対
応
は

粟
ヶ
岳
の
茶
文
字
や
見
事
な
茶
畑
の

景
観
は
、
本
市
の
貴
重
な
観
光
資
源

で
も
あ
る
。
維
持
管
理
に
は
行
政
が
誇
り

と
責
任
を
持
ち
、
積
極
的
に
関
わ
る
支
援

体
制
の
構
築
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

負
担
軽
減
に
繋
が
る
施
策
を
考
え

て
い
く茶

文
字
は
、
東
山
地
区
の
方
々
に

よ
り
、
植
栽
さ
れ
た
と
い
う
歴
史

的
な
経
過
か
ら
、
維
持
管
理
は
行
政
主
導

で
は
な
く
、
間
接
的
に
支
援
す
る
形
態
が

本
来
と
考
え
て
い
ま
す
。
茶
文
字
の
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
、
地
元
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
施
策
に

つ
い
て
地
区
の
皆
様
と
協
議
、
検
討
を
行

い
、
地
域
に
誇
り
と
情
熱
が
引
き
継
が
れ

る
支
援
体
制
と
な
る
よ
う
、
進
め
て
い
き

ま
す
。

本
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
創
設
は

県
は
今
年
度
中
に
全
市
町
で
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導

入
を
目
指
し
て
い
る
。
浜
松
市
・
富
士
市
・

静
岡
市
・
湖
西
市
は
す
で
に
制
度
を
開
始

し
て
い
る
。
本
市
の
宣
誓
制
度
創
設
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

県
の
制
度
に
参
画
し
、
進
め
て
い
く

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

に
つ
い
て
は
、
県
の
制
度
に
参
画

し
、
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
宣

誓
者
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

市
に
お
い
て
は
、
婚
姻
届
と
同
様
に
宣

誓
者
へ
の
「
急
須
と
お
茶
」
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
先
進

自
治
体
の
事
例
を
調
査
・
研
究
し
、
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A
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学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か

現
在
、
燃
料
費
や
給
食
の
原
材
料
費

が
高
騰
し
て
い
る
。
今
後
の
原
材
料

費
の
高
騰
が
続
い
た
場
合
、
学
校
給
食
に

お
け
る
地
産
地
消
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

協
議
会
と
連
携
し
、
地
産
地
消
の

推
進
に
取
り
組
む

地
産
地
消
は
、
食
べ
物
の
大
切
さ

や
生
産
者
へ
の
感
謝
な
ど
が
醸
成

さ
れ
、
子
ど
も
の
食
育
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
掛
川
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
と

連
携
す
る
な
ど
し
て
、
地
産
地
消
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
級
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を

子
ど
も
た
ち
に
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配
付
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
各
家
庭
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
授
業

が
進
ん
で
い
る
。
市
内
小
中
学
校
全
学
級

へ
の
学
級
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
確
保
へ
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
く

学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
係

す
る
長
期
欠
席
者
だ
け
で
な
く
、

不
登
校
児
童
生
徒
な
ど
へ
も
リ
モ
ー
ト
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
ど
こ
に

い
て
も
学
習
保
障
が
で
き
る
リ
モ
ー
ト
環

境
は
、今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
頻
度
も
増
え
る
た
め
、

端
末
の
確
保
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
県
庁
本
庁
機
能
分
散
化
に
つ
い
て

創
世
会

山
田
浩
司

シ
ニ
ア
世
代
が
活
躍
で
き
る
体
制

づ
く
り
を

シ
ニ
ア
世
代
が
積
極
的
に
自
治
活
動

に
参
加
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
仕
事
な
ど

を
し
な
が
ら
、
も
っ
と
社
会
に
参
画
し
て

い
か
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。

活
躍
で
き
る
機
会
の
創
出
と
高
齢

者
へ
の
意
識
啓
発
に
努
め
る

地
域
活
動
の
参
加
へ
の
き
っ
か
け
と

な
る
情
報
発
信
や
活
躍
で
き
る
場

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
若
い
シ
ニ
ア

層
の
入
会
も
促
せ
る
よ
う
、
市
と
し
て
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
促
進
の
た
め
、
活
躍
で
き
る
機
会
の
創

出
と
、
高
齢
者
へ
の
意
識
啓
発
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

有
事
と
捉
え
た
茶
業
振
興
計
画
は

茶
振
興
計
画
を
前
倒
し
し
て
見
直

し
を
行
っ
た
「
掛
川
茶
未
来
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
柱
の
部
分
と
こ
れ
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
特
に
重
視
す
る
点

を
伺
う
。

持
続
可
能
な
新
た
な
流
通
構
造
の

構
築
に
取
り
組
む

生
産
者
、
茶
商
社
及
び
市
民
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
、「
生
産
」「
流
通
」「
消
費
」
の
３
本

を
柱
に
全
方
位
的
な
施
策
を
定
め
て
い

ま
す
。
経
営
の
安
定
化
に
は
、
持
続
可

能
な
荒
茶
取
引
環
境
と
し
て
「
茶
業
版

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
の
整
備
が
急
務
と

考
え
ま
す
。
生
産
者
の
持
続
可
能
な
経

営
を
担
保
す
る
新
た
な
流
通
構
造
の
構

築
に
向
け
、
生
産
者
、
茶
商
社
、
農
協

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

新
し
い
風

松
浦
昌
巳

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

松
浦
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A
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市
の
電
力
契
約
先
の
見
直
し
状
況

は
市
の
支
払
う
電
気
料
金
が
大
幅
増
額

に
な
っ
た
こ
と
に
関
し
、
２
月
議

会
で
は
、
電
力
契
約
先

見
直
し
や
か
け
が
わ
報

徳
パ
ワ
ー
の
経
営
見
直

し
を
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
市
の
電
気
契

約
先
見
直
し
は
、
ど
ん

な
状
況
か
。

一
部
の
施
設
を
契
約
変
更
、
電
気

料
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

か
け
が
わ
報
徳
パ
ワ
ー
の
料
金
体

系
で
あ
る
市
場
連
動
型
は
、
電
力

市
場
の
高
騰
が
続
い
た
場
合
、
夜
間
を
含

め
て
一
日
中
、
一
定
の
電
気
を
使
用
す
る

施
設
の
電
気
料
金
が
高
め
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
該
当
す
る
上
下
水
道
11
施
設
は
契

約
を
切
り
替
え
、
５
月
の
電
気
料
は
値
下

が
り
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

固
定
価
格
制
度
の
電
気
料
も
燃
料
調
整

費
が
高
騰
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ミ
ニ
開
発
に
対
す
る
防
災
対
策
指

導
の
強
化
は

面
積
1
0
0
0
㎡
未
満
の
民
間

ミ
ニ
開
発
に
対
し
て
は
防
災
施
設

と
し
て
の
調
整
池
設
置
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
。
市
に
は
こ
う
し
た
ミ
ニ
開
発

の
積
み
重
ね
が
水
害
発
生
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
面
も
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
い
の

か
。

下
流
域
へ
の
雨
水
流
出
量
増
加
は

認
識
し
て
い
る

一
般
的
に
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
の
農

地
や
山
林
な
ど
に
は
、
一
定
の
保

水
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
ニ

開
発
な
ど
の
宅
地
化
が
進
む
こ
と
で
、
下

流
域
へ
の
雨
水
の
流
出
量
は
増
加
す
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
さ
ら
な

る
活
用
に
つ
い
て

・
裏
山
等
で
巨
木
化
し
た
雑
木
の
伐
採
・

更
新
等
対
策
に
つ
い
て

南
北
道
路
の
さ
ら
な
る
整
備
を

商
業
・
工
業
・
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー

ン
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
物
流
や
人
流
を
促
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
同
士

を
結
ぶ
道
路
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を

形
成
す
る
た
め
に
は
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

広
域
的
な
視
点
か
ら
総
合
的
に

評
価
し
必
要
性
を
判
断
す
る

今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を
広
域
的

な
視
点
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
事
業

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
静
岡
県
主
体

で
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
が
実
施
さ

れ
、
令
和
６
年
度
に
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

方
針
に
基
づ
き
、
掛
川
市
の
道
路
整
備

計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を

本
年
度
か
ら
掛
川

市
も
専
用
職
員
を

登
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
用

意
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上
を

目
指
す今

年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

拡
充
や
、
道
路
の
損
傷
な
ど
を
通

報
で
き
る
「
情
報
受
付
デ
ス
ク
」
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
相
談
窓

口
支
援
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
の
導
入
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
、
市
民
生
活
の
質
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

創
世
会

髙
橋
篤
仁

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
髙
橋
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

鈴
木
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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掛
川
市
の
ご
み
排
出
量
削
減
の
た

め
積
極
的
な
目
標
値
設
定
を

令
和
７
年
度
の
ご
み
排
出
量
目
標
値

を
、
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
に
向
け
た
施
策

や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
循
環
法
施
行

を
踏
ま
え
、
よ

り
積
極
的
な
値

に
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

国
の
環
境
施
策
を
踏
ま
え
た
、

ご
み
量
推
計
を
基
に
検
討
す
る

今
後
の
国
の
環
境
施
策
の
動
向
を

踏
ま
え
た
ご
み
量
・
ご
み
質
の
推

計
を
基
に
、
ご
み
の
内
容
分
析
と
そ
の
対

策
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
目
標
値
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実

施
に
よ
る
焼
却
炉
建
設
費
補
助
は

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
焼
却
炉
を
小
さ
く
し

た
場
合
、
焼
却
炉
の
建
設
に
補
助
が
付
き
、

建
設
費
が
抑
制
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
の

実
施
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く

国
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
廃
棄

物
処
理
施
設
に
対
し
て
交
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
要
件
の
一
つ
が
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
分
別

回
収
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
に
基
づ
く
分
別
回
収
の
実
施

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
や
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
で
す
の
で
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
家
庭
ご
み
の
さ
ら
な
る
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
に
つ
い
て

・
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

議
員
団

大

井

正

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
へ
の
今

後
の
対
応
は

ト
ン
ネ
ル
湧
水
を
大
井
川
に
戻
す
ポ

ン
プ
及
び
導
水
路
は
現
時
点
で
は
恒

久
的
な
維
持
管
理
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

恒
久
的
な
水
の
供
給
の
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

恒
久
的
な
水
の
供
給
は
不
可
欠
で

あ
る

掛
川
市
は
、
大
井
川
の
水
に
依
存

し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
命
の
水
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
恒
久
的
な
水
の
供
給
は
不
可
欠

で
あ
り
、
大
井
川
の
水
量
が
減
少
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

有
害
物
質
を
含
む
発
生
土
の
安
全
性
は

ト
ン
ネ
ル
発
生
土
に
は
鉱
物
が
含

ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
県
の
部
会

で
示
さ
れ
て
い
る
有
害
物
質
を
含
む
発
生

土
の
処
理
方
法
、
盛
り
土
方
法
や
保
管
方

法
の
安
全
性
に
関
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

こ
れ
か
ら
国
県
が
本
格
的
に
協
議

を
進
め
る

発
生
土
置
き
場
に
関
し
て
は
、
国

の
中
間
報
告
で
は
、「
適
切
な
処

理
・
管
理
が
継
続
す
れ
ば
、
表
流
水
や

地
下
水
の
水
量
・
水
質
等
に
は
影
響
を

も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
が
、
継
続
的

か
つ
具
体
的
な
処
理
方
法
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
、
地
権
者
や
静
岡
県
を

始
め
と
し
た
関
係
者
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
で
、

協
議
を
行
う
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
国
の
有
識
者
会
議
や

県
の
専
門
部
会
で
、
本
格
的
に
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
た
め
池
を
活
用
し
た
地
域
循
環
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

創
世
会

山
本
裕
三

Q

Q

A

水で苦労していた掛川に水道
が通り今年で101年目

A

QQ A

A
大
井
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

山
本
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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